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【はじめに】平成 25 年度事務部 BSC の財務の視点・戦略的目標と
して経営基盤の安定・強化を掲げ、事務副部長を中心とした５Ｓプ
ロジェクトチームを平成 25 年 4 月に結成した。
各課より 1 名、チームメンバーを選出、各課 1 件以上の目標の設定・
取り組みにより、経費削減に努めることとした。
【方法】１．インターネットバンキングの有効活用


































































13 名（1 年目 12 名、2 年目 1 名）。2. 方法：各診療科の研修終了時に、
当院でのすべての研修が終了するまで上級医には見せないことを前
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【はじめに】事務職員は、配属部署の実務を通して部署に必要な深
い知識とスキルを習得するというスタイルで人材の育成を行ってき
たが、昨今の医療機関への多様な医療ニーズに対応するためには、
自律的に判断し行動できる人材の育成が求められるようになってい
る。当院では平成 23 年度から１～３年目事務系職員の研修体制構
築に取り組んだ。３年間の実施で考察したことを報告する。
【研修の実際】１年目研修は、１年目職員が必要な知識・技能の習
得を狙いとした講義を５月から週１回、約３か月間実施。２年目研
修は、病院事務職員として必要不可欠な医事業務に関連した知識の
習得を狙いとした医師事務作業補者に求められる基礎知識の内容を
２日間実施。３年目研修は、病院の財務運営状況を理解し病院の方
針・目標に寄与できる職員となる。自部署で業務改善を提案し中心
となって遂行できる。を狙いとした講義やグループプロセス等の演
習を１日間実施後、自部署で５Ｓ活動を行いその取り組みを発表。
【結果・考察】配属部署での教育に頼る従来の人材育成の方法は、
配属部署の業務に特化した知識とスキルの習得が中心となる傾向が
強く、病院事務職員として基礎となる知識やスキルを学ぶ機会がな
かった。今回研修体制を構築したことで、同期職員が知識や情報を
共有でき、段階を踏んだ人材育成が可能となった。３年目研修は、
受講者からは達成感があった、所属長からはモチベーションがあ
がった、日常の業務と繋げた研修のため効果があったなど高い評価
を得た。職員個々の成長のみならず、事務職員全体のレベルアップ
に繋げることが重要であり、継続した取り組みによる体制の充実が
今後の課題である。
